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ひょうご農地 ・水ニュース （第 26 号）　令和 4年 10 月

若手・女性参加に関するアンケート結果について

令和 年度 に活動組 を に ケー を実施した 、 10 組 の方にご た きました。

で 、 活動組 における ・ に の現 をま めましたので します。

5

ひょうご農地 ・水ニュース （第 26 号）　令和 4年 10 月

人 の の の として の は町 ・

・ 組合等の が ため、 手・ の は しい と た が

れました。やはり、 の組 手・ の が れ、 の が えます。

した を する 、 されている 組 の や取り組 、 を

の 取り組 でいた れ いです。
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ひょうご農地 ・水ニュース （第 26 号）　令和 4年 10 月

　令和 2 年度 り 年実施し る り ール ・ 現地 会に 、 り作 の

全 の をし おり、 の方 が最 に を し

お ます。

　し しその 方で 最 であるため、 する意 あるが、 資 の

し た あります。

　 で 最 を する 意 に 取り きます。

草刈りフィールド ・ ラボ　～交付金による草刈り機械のリース ・購入について～
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ひょうご農地 ・水ニュース （第 26 号）　令和 4年 10 月

取組スケジュール例は以下のとおりで、人・農地プランや市町が定めるビジョン等で
整理された農業振興や担い手の育成・確保の方向を踏まえ、話し合いを深めて作成します。

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

●活動計画の作成

（保全管理目標及びその内容、

目標実現に向けた推進活動の内容）

推進活動（地域における検討会、意向調査等）の実施

●素案 ●決定（総会の議決）

地域資源保全管理構想策定

（策定後５年程度を見通した課題、目

指すべき姿、取り組むべき活動・方策）

地域資源の保全管理のための推進活動の取組スケジュール

５年間の活動期間の最終年度までに地域資源保全管理構想を策定する必要
があります。
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ひょうご農地 ・ 水ニュース （第 26 号）　令和 4年 10 月

◆基調講演

「都市交流と大学生連携による

持続可能な棚田保全と地域作り」

◆知事賞受賞地区、つなぐ棚田

遺産認定地区によるパネル

ディスカッション

日本グラウンドワーク協会

理事長

中里 良一 氏

と　き：

令和４年１２月２２日（木）
１３：３０～

ところ：

「兵庫県公館・
サテライト会場」




